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【
経
済
学
部
】

佐
藤 

雅
幸 

教
授

「
ス
ポ
ー
ツ
論
・
ス
ポ
ー
ツ
心

理
学
」
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
長
、

42
年

宮
嵜 

晃
臣 

教
授

「
日
本
経
済
」
社
会
科
学
研
究

所
長
、
26
年

【
法
学
部
】

深
澤 

民
司 

教
授

「
国
家
論
」
法
学
研
究
所
長
、

36
年

増
田 

英
敏 

教
授

「
租
税
法
」
大
学
院
法
学
研
究

科
長
、
23
年

【
商
学
部
】

佐
々
木 

重
人 

前
学
長
・
教
授

「
会
計
史
」
商
学
部
長
、
42
年

５
カ
月

 

※
２
０
２
５
年
８
月
31
日
退
職

【
文
学
部
】

飯
尾 

秀
幸 

教
授

「
ア
ジ
ア
史
」
大
学
院
文
学
研

究
科
長
、
30
年

伊
藤 

博
明 

教
授

「
芸
術
学
」
大
学
院
文
学
研
究

科
長
、
９
年

植
村 

八
潮 

教
授

「
出
版
学
」
図
書
館
長
代
行
、

文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

長
、
14
年

福
冨 

忠
和 

教
授

「
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
」
19
年

松
尾 

容
孝 

教
授

「
人
文
地
理
学
」
文
学
部
環
境

地
理
学
科
長
、
27
年

【
人
間
科
学
部
】

広
瀬 

裕
子 

教
授

「
教
育
と
社
会
」
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員

会
委
員
長
、
人
間
科
学
部
社
会

学
科
長
、
38
年

【
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
】

石
川 

達
夫 

教
授

「
ス
ラ
ヴ
文
化
研
究
」
14
年

【
法
科
大
学
院
】

棟
居 

快
行 

教
授

「
憲
法
」
10
年

依
願
退
職
・
任
期
満
了

【
経
済
学
部
】

山
田 

節
夫 

教
授

陳 

シ
ョ
ウ
ジ 

教
授

 

※
１
月
31
日
退
職

【
法
学
部
】

山
澤 

啓
司 

助
教

【
経
営
学
部
】

西
山 

貴
弘 

教
授

矢
澤 

清
明 

教
授

【
商
学
部
】

中
原 

孝
信 

教
授

【
文
学
部
】

野
口 

武
悟 

教
授

岩
澤 

龍
彦 

助
教

松
原 

文
枝 

特
任
教
授

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
】

峯
岸 

朋
弥 

助
教

【
人
間
科
学
部
】

藤
巻 

る
り 

准
教
授

【
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
】

引
田 

梨
菜 

助
教

13人が教壇に別れ13人が教壇に別れ
　学生の指導に尽力し、研究に情熱を注いでこられた教員13人が今年度、定年退

職を迎える。　※氏名、主な担当・専門、主な役職、勤続年数
定年退職定年退職

　日常生活の中で「○○

ハラ」という言葉が可視

化されたことで、これま

で「指導」や「教育」の名の下にのみ込まれてきた

行為を、明確な「問題」として捉えられるようにな

りました。

　しかし、解像度が上がった半面、特に教育現場で

は「何でもハラスメントになるのでは」という過度

な萎縮が生まれているのも事実です。私たちが向き

合うべき人間関係の機微はより複雑になったと思い

ます。そして、キャンパスは、研究や学びを通じて

人間関係の機微が濃密に表れる場所です。難しくな

ったからといって、「関わらないのが一番」という

ような消極的な守りの姿勢で良いのでしょうか？　

今求められているのは、「自分の意図」と「相手が受

け取った影響」の間にあるズレを最小限にするため

のコミュニケーション能力です。

　それは、相手を攻撃せず、かといって自分を押し

殺さず、対等に意見を伝えるスキルを磨くことにほ

かなりません。このスキルは単なる「知識」として

知っているだけでは不十分で、日々の対話を通じた

トレーニングが必要です。「言わなくてもわかるだ

ろう」「こんなことは当たり前だ」という甘えを捨

て、丁寧に言葉を尽くす必要があります。

　人が異なれば見えている景色は驚くほど異なりま

す。お互いの見えている景色の違いを認め合い、そ

のギャップを埋めるために丁寧に言葉を尽くす。そ

の誠実な態度こそが、ハラスメントのない、真に自

由な学びの場をつくる第一歩ではないでしょうか。

 （キャンパス・ハラスメント対策室員 栗芝 正臣）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

「言わなくてもわかる」を卒業する

海
外
研
究
員
に

法
・
澤
山
准
教
授

相
馬
学
術
奨
励
基
金

　
若
手
研
究
者
の
海
外
派
遣

な
ど
を
行
う
相
馬
学
術
奨
励

基
金
の
２
０
２
５
年
度
海
外

研
究
員
に
、
法
学
部
の
澤
山

裕
文
准
教
授
（
平
30
院
法

博
）
が
決
ま
っ
た
。

　
澤
山
准
教
授
は
会
社
法
が

専
門
。
派
遣
先
は
米
国
の
ネ

ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン

校
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
、

期
間
は
３
月
30
日
か
ら
27
年

３
月
29
日
ま
で
。
研
究
課
題

は
「
証
券
規
制
に
お
け
る
会

社
情
報
の
収
集
権
の
利
用
可

能
性
」。

　
育
友
会
（
佐
藤
信
子
会

長
）
は
、
学
修
環
境
の
整
備

等
に
伴
う
学
生
支
援
と
し

て
、
専
修
大
学
に
寄
付
を
行

っ
た
。

　
３
月
６
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
贈
呈
式
が
あ
り
、
佐

藤
会
長
が
馬
塲
杉
夫
学
長
に

目
録
を
手
渡
し
た
。

　
寄
付
の
内
訳
は
、
学
生
生

活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
学

生
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
金
、

熱
中
症
対
策
の
機
器
購
入
な

ど
合
計
１
６
４
０
万
円
。

就
職
だ
よ
り

　〈
全
年
次
生
へ
〉
進
路
選

択
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
第
一

歩
と
し
て
、
自
己
理
解
と
仕

事
理
解
を
深
め
る
機
会
「
専

修
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
」
を
、

５
月
２
日
（
土
）
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
す
。
学

年
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
の
学

内
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
基
礎
を
学
べ

る
企
画
に
加
え
、
企
業
の
担

当
者
や
先
輩
（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
）
の
経
験
談
を
聞
け
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
予
定
で

す
。「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る

の
？
」「
自
分
に
合
い
そ
う

な
分
野
は
何
？
」
と
感
じ
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ

ｔ
」
ま
た
は
「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ

ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　〈
新
３
年
次
生
へ
〉
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
就
職
活
動

に
向
け
た
第
１
回
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
、
３
月
27
日

（
金
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
ま
す
。
就
職
活
動
の
全

体
像
と
今
後
の
進
め
方
を
整

理
し
、
自
己
分
析
や
業
界
・

企
業
研
究
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
活
用
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
就

職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ

ｅ
ｔ
」
の
活
用
方
法
（
求
職

登
録
）
や
筆
記
試
験
対
策
の

考
え
方
、
就
活
ト
ラ
ブ
ル
へ

の
注
意
点
も
お
伝
え
し
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
視

聴
し
た
直
後
か
ら
、
皆
さ
ん

が
就
職
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
向
け
て
前
向
き
に

動
き
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
具

佐藤育友会長（中央）から馬塲学長（左から

２人目）に目録が贈られた

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

税
理
士
試
験
合
格

卒
業
生
へ
お
願
い

　
本
学
出
身
の
会
計
士
・
税

理
士
の
会
で
あ
る
専
修
大
学

会
計
人
会
（
榎
本
恵
一
会

長
）
で
は
、
２
０
２
５
年
度

税
理
士
試
験
に
合
格
し
た

（
一
部
科
目
合
格
も
含
む
）

卒
業
生
の
情
報
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
合
格
者
の
方
は
校
友
会
事

学生支援の寄付育友会

　
大
学
周
辺
で
災
害
時
に
危

険
に
な
り
そ
う
な
場
所
や
有

益
な
防
災
資
源
な
ど
を
記
載

し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
る
イ

ベ
ン
ト
が
、
２
月
25
日
に
実

施
さ
れ
た
。
個
人
で
申
し
込

ん
だ
学
生
や
Ｓ
Ｋ
Ｖ
（
専
修

神
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
メ

ン
バ
ー
ら
約
30
人
が
参
加
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
を
歩

き
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
情
報

の
見
え
る
化
に
取
り
組
ん

だ
。

　
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
ま

ち
歩
き
を
行
っ
た
。
地
震
時

に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
壁
や

大
雨
で
冠
水
し
そ
う
な
場
所

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン

ト
、
公
衆
電
話
や
消
火
栓
、

災
害
時
に
避
難
場
所
に
な
り

そ
う
な
施
設
と
い
っ
た
プ
ラ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
、記
録
・

撮
影
。
ま
ち
歩
き
を
終
え
る

と
、
地
図
に
書
き
出
し
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
を
完
成
さ

せ
た
。
チ
ー
ム
ご
と
に
完
成

し
た
マ
ッ
プ
を
見
せ
な
が

ら
、
気
づ
い
た
点
を
発
表

し
、問
題
点
を
共
有
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成

まち歩きで発見した防災資源を記録した

完成したマップを示し気づいた点を発表

体
的
な
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し

ま
す
。
詳
細
は
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ

ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

℡
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

E-mail

‥koyuka@acc.

senshu-u.ac.jp

紹  介

校
友
新
社
長

近
藤
禎
一
郎
氏
（
平
元
商
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｔ
Ｃ
リ
ー
ス
㈱
代

表
取
締
役
社
長
に
４
月
１
日

付
で
就
任
。
本
社

東
京

都
。
総
合
リ
ー
ス
業
。

市
川
靖
道
氏
（
平
８
経
済
）

旭
化
成
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
ス

㈱
代
表
取
締
役
社
長
に
４
月

１
日
付
で
就
任
。
本
社

東

京
都
。
不
動
産
の
仲
介
・
売

買
・
管
理
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
。

碇
山
浩
美
氏
（
昭
60
商
）

鹿
児
島
銀
行
取
締
役
頭
取
に

４
月
１
日
付
で
就
任
。
本
社

鹿
児
島
県
。

選
　
挙
　
結
　
果

▽
第
51
回
衆
議
院
議
員
選
挙

（
２
月
８
日
投
開
票
）

浜
田
靖
一
氏
（
昭
55
経
営
）

千
葉
12
区
、
自
民
、
12
選

井
原
巧
氏
（
昭
61
経
営
）
愛

媛
２
区
、
自
民
、
２
選

喜
多
義
典
氏
（
平
元
経
営
）

比
例
中
国
、
維
新
、
新

奥
下
剛
光
氏
（
平
10
商
）
大

阪
７
区
、
維
新
、
３
選

中
根
一
幸
氏
（
平
12
商
）
比

例
北
関
東
、
自
民
、
６
選


